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成人式　ほか
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雪に備える週間

育てよう大野っ子

犯罪被害のないまちに

市の財政状況

今月の表紙
天空の城

　10月18日の早朝、全国
的に有名になった「天空の
城　越前大野城」が出現しま
した。その日以降連日、県
内外から多くのカメラマン
や観光客が訪れています。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/

市ホームページ

今月の国民の祝日

 23日水　天皇誕生日

国旗を掲げましょう

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、

「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

2040年に合計特殊出生率を2.07に到達させて、自然減を抑制

社会増減を推計より100人増やして、社会減を抑制

　

全
国
の
流
れ
と
同
様
に
、
市
で
も
加
速
度
的
な
人
口
減
少
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、「
ま
ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」の

創
生
を
図
っ
て
、「
し
ご
と
」が「
ひ
と
」を
呼
び
、「
ひ
と
」が「
し
ご
と
」

を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
す
る
こ
と
で
、「
ま
ち
」に
活
力
を
取
り
戻

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
議
会
の
代
表
を
は

じ
め
、
産
、
官
、
学
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
、
女
性
、

若
者
、
高
齢
者
な
ど
各
界
各
層
の
人
々
の
参
画
に
よ
り
策
定
し
た
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
大
野
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
※
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問　

企
画
財
政
課
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

シ
リ
ー
ズ
地
方
創
生

大
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

大
野
市
総
合
戦
略
を
策
定

人口ビジョンの人口将来展望

2020年　定住人口：３万  520人
2040年　定住人口：２万1523人

◦2019年（総合戦略の目標年）　　　定住人口：３万2100人
◦2040年（人口ビジョンの目標年）　定住人口：２万7000人

国立社会保障・人口問題研究所
の推計に準拠した推計の結果

人口ビジョンの位置づけ
　人口ビジョンは、国の長期ビジョンの趣旨を踏まえ、本市における人口の現状分
析を行い、人口に関する市民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の
将来展望を示すものです。

30,520

43,379
41,837

39,619

25,929

21,52320,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

35,291

実績値 推計値

35,291
33,508

31,997
30,584

29,273
28,068 27,008

国立社会保障・人口問題研究所推計に
準拠した人口（人）

大野市独自推計人口（人）

人口の将来展望

大野市人口ビジョン
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中
部
縦
貫
自
動
車
道
整
備
事
業
・
幹
線
道
路
網
整
備
事
業

◦若者が働く場所が不足
◦働きたい場がないの
で、生活し続ける場と
考えにくい

◦戦略的な観光施策やＰ
Ｒが不足
◦大野市の良さを知って
もらうための取り組み
が不充分
◦遊空間の充実が必要

安定した雇用を
創出する

◦晩婚化、生涯未婚率の
増加
◦支援策や支援施設の活
用促進が必要

◦大野市の特性を踏まえた
「魅力的な居住の場」とし
てのアピールが必要

◦安全・安心に暮らせる市
街地環境の向上が必要
◦道路、鉄道、バスの利
便性向上が必要
◦将来の担い手づくりに
向けて、市民力・地域
力の向上が必要
◦大野市の発展に向け
て、官民協働の体制強
化が必要

時代に合った地域
をつくり、安心な
くらしを守るとと
もに、地域と地域
を連携する

若い世代の結婚・
出産・子育ての
希望をかなえる

新しいひとの
流れをつくる

◦産業の発展
◦働きやすい環境づ

くり
◦農林業の維持・発展

◦新たな産業団地の整
備（企業誘致活動）

◦結の故郷はたらく
若者応援事業

◦重点道の駅「(仮称)
結の故郷」整備事業

◦大野へかえろう事業

◦結の故郷ゆめみら
い支援事業

◦結の故郷すこやか
家族応援事業

◦Ｃarrying Ｗater 
Ｐroject（キャリン
グ ウォーター プ
ロジェクト）の実施

◦結の故郷づくりに
向けた事業の推進

◦連携のまちづくり
の推進

◦暮らしやすい環境
の整備

◦安全安心なまちの
形成

◦特色を生かしたま
ちづくり

◦市民力・地域力の
向上

◦結婚への支援
◦経済的な支援
◦子育て支援

◦中心市街地の活性
化とまちなか観光
の推進

◦越前おおのブラン
ド戦略の推進

◦交流の促進
◦魅力的な居住地づ

くり
◦訪れたくなる環境

の創出
◦Ｉ・Ｊ・Ｕターンの

促進
◦プロモーションと

受入れ体制の強化

総合戦略における目指すべき方向性

課　題 基本施策 重点事業施策の方向性

大野市総合戦略
総合戦略の位置づけ
　総合戦略は、大野市における最上位の計画である第五次大野市総合計画との整合性を図りつつ人口減少対策と
捉えられる事業に特化して、戦略的に取り組んでいくための計画です。

総合戦略の対象期間
　平成27年度から平成31年度までの５年間
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11
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、
大
野
市

と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
茨
城
県
古

河
市
で
、
古
河
・
大
野
市
民
交
流
事
業

が
行
わ
れ
、
大
野
市
長
や
永
田
副
議
長

を
は
じ
め
大
野
市
民
総
勢
38
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

到
着
す
る
と
、
古
河
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
は
な
も
も
プ
ラ
ザ
の
屋
台
ホ
ー

ル
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
菅

谷
憲
一
郎
古
河
市
長
を
は
じ
め
、
佐
藤

泉
議
長
ら
が
大
野
市
民
を
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
２

泊
３
日
の
日
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

古
河
市
の
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
で
、

大
野
市
民
と
古
河
市
民
の
絆
が
さ
ら
に

深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
の
大
野
市
制

施
行
60
周
年
と
今
年
度
の
古
河
市
合
併

10
周
年
を
記
念
し
て
実
施
。
昨
年
度
は

10
月
に
、
古
河
市
か
ら
古
河
市
民
42
人

が
大
野
市
に
訪
れ
ま
し
た
。

佐藤泉古河市議会議長 菅谷憲一郎古河市長

問　

秘
書
室
（
☎
64
・
４
８
２
５
）

　昨年度実施した古河・大野市民交流事業で、大野市の山内廣志
さんから古河市へパコーンを贈呈したお礼にと、古河市在住の武
藤夕佳さんが製作しただるまが大野市に贈られました。だるまは、
紅葉が描かれたかめじろうを乗せたものと、古河市の花火や桃が
描かれ、古河市の特産品であるカボチャを乗せただるま２体です。
　武藤さんは、「観光パンフレットを見て、イメージして製作しま
した。姉妹都市なのでお互いの景色が分かるようにと思い、デザ
インしました。これを見て、それぞれの風景を感じてもらえれば
いいなと思います」と話してくれました。

昨年度のお礼にとだるまいただく

歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
ま
ち

古
河
で
市
民
交
流
、
絆
深
ま
る

古
河
・
大
野
市
民
交
流
事
業

菅谷古河市長と岡田市長
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参
加
者
は
、
篆て

ん
こ
く刻

体
験（
※
１
）や
、

古
河
よ
か
ん
べ
ま
つ
り（
※
２
）、
お

茶
・
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
や
、
博
物
館

や
工
場
施
設
の
見
学（
※
３
）な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
観
光
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
古
河
市
内
の

散
策
も
行
い
ま
し
た
。

※
１　

篆て
ん
こ
く刻

と
は
書
道
芸
術
の
ひ
と
つ

で
、
７
０
０
年
ほ
ど
前
に
中
国
で

お
こ
っ
た
。
四
書
・
五
経
や
漢
詩
な

ど
か
ら
語
句
を
選
び
篆て

ん
し
ょ書
と
い
う
古

文
字
を
用
い
て
柔
ら
か
い
石
に
刻
ん

で
紙
に
押
し
た
も
の
を
鑑
賞
す
る
も

の
。
古
河
市
に
は
、
国
内
唯
一
で
あ

る
篆
刻
美
術
館
も
あ
る

※
２　

大
規
模
な
産
業
祭
。
１
２
０
店
以

上
の
企
業
や
お
店
が
出
店
し
た
り
、

子
ど
も
達
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
が
あ
っ
た
り
と
毎
年
多
数
の

来
場
者
を
誇
る

※
３　

古
河
歴
史
博
物
館
の
企
画
展（
さ

く
ら
・
真
室
川
・
大
野
～
歴
史
と
文

化
で
結
ば
れ
た
ま
ち
～
）と
、
古
河

市
に
本
社
を
お
く
乳
製
品
・
飲
料
製

造
工
場
を
見
学

古河市の豆知識
沿革　古河市は「万葉集」に名前が出てくるなど、その
歴史は古代までさかのぼる。室町時代、江戸時代に
おいても関東の政治・文化の中心のひとつとして栄
える。平成17年、１市２町が合併し、現在の古河市
となる

位置　関東平野のほぼ中央、茨城県の西端に位置して
いる。平成22年、合併５周年の節目に、関東の中心・
中核的な都市として発展することを目指し、「関東

ド・マンナカ」であることを宣言
人口　14万4830人（平成27年10月１日現在）
市の木　ケヤキ　　市の花　ハナモモ
大野市との関係　江戸時代の古河藩主、土井利勝公の
四男が大野藩主土井利房公であったのが始まり。平
成２年４月に姉妹都市の盟約を締結した。また、平
成18年１月に、両市それぞれの合併を機に、姉妹都
市の盟約を再締結した

古河市に向かう道中、一般
参加の高津さんによる、大
野市と古河市に関する歴史
の講話も行われました。

絆深まった交流!!それぞれの思い大 野 市 古河市

堀江さん：篆刻体験は難しかった
けど、楽しかったです。無事完
成してよかったです。

伊藤さん：最初は簡単そうに見え
たけど、実際やってみると難
しかったです。うまくできてよ
かったです。

篆刻体験した
堀江さんと伊藤さん

丸太園第18代の
鈴木さん

一般参加の佐々木さん

夫婦で参加された
長石倉さん

　茨城のさしま茶を一人でも
多くの参加者に知ってもらえ
るよう一杯一杯を丁寧に入れ
させていただきました。皆さ
んおいしく飲んでいただけた
のでよかったです。

　古河市に来ることが長年の夢で、
それが叶い幸せです。越前大野城で
働いていたとき、土井公が好きにな
りました。改めて、古河市と大野市
が古くからつながっていたことを実
感できたし、勉強になりました。

　古河市の方に大変お世話になり
ました。工場見学や、篆刻体験な
ど初めての経験ばかりで、とても
新鮮でした。丸太園のお茶もとて
もおいしかったです。また機会が
あれば、訪ねたいです。

篆刻体験の様子
古河歴史博物館で大野市から来ている
歴史展示物を見ている参加者

古河よかんべまつりに出店するため
大野市から来た出店者を激励する参加者トモヱ乳業の工場見学の様子

古河総合公園内にある旧中山家（県指定文化
財）を見学する参加者

古河市民とともにせんべい焼き体験する様子

観光ボランタリー
ガイドの岡田さん

　質問もたくさんいただき、
歴史に興味がある方が多
かったです。古河も茨城の小
京都と言われています。北陸
の小京都である大野市から
多くの方にお越しいただき、
感謝しています。

　初めて体験され、戸
惑いがありましたが、
皆さん上手にやってお
られました。思い出の
一品になったのではな
いかと思います。

篆刻体験を指導した
北野さん
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表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

自
治
振
興

　

市
政
進
展
と
地
方
自
治
の
振
興

に
寄
与
▼
早
川
き
よ
み（
右
近
次

郎
）公
平
委
員
会
委
員
お
よ
び
役

員
と
し
て
12
年
余
▼
上
野
法
子

（
下
麻
生
嶋
）固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
お
よ
び
役
員
と
し
て

12
年

社
会
事
業

　

社
会
福
祉
の
推
進
に
寄
与
▼
山

口
明
美（
中
野
）保
護
司
と
し
て
12

年
余
▼
土
谷
春
榮（
中
荒
井
町
）社

会
福
祉
法
人
役
員
と
し
て
22
年
余

保
健
衛
生

　

保
健
衛
生
の
推
進
に
寄
与
▼
加

藤
八
重
子（
中
保
）保
健
推
進
員
と

し
て
16
年
余

交
通

　

交
通
安
全
に
寄
与
▼
松
田
礼
子

（
友
江
）交
通
指
導
員
と
し
て
15
年

余
▼
山
腰
と
し
子（
矢
）交
通
指
導

員
と
し
て
15
年
余
▼
中
兼
富
貴
榮

（
富
塚
）交
通
指
導
員
と
し
て
15
年
余

消
防

　

消
防
団
の
発
展
に
寄
与
▼
齊
藤

長
治（
大
矢
戸
）消
防
団
員
と
し
て

30
年
余
▼
森
下
政
信（
花
房
）消
防

団
員
と
し
て
30
年
余
▼
竹
内
芳
範

（
牛
ケ
原
）消
防
団
員
と
し
て
30
年

余
▼
野
寺
政
葊（
美
里
町
）消
防
団

員
と
し
て
30
年
余
▼
米
村
栄
一

（
上
野
）消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

▼
乾
正
人（
清
和
町
）消
防
団
員
と

し
て
30
年
余

輝
き
大
賞

　

▼
大
藤
沙
月（
春
日
）第
33
回
全

国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
で
団
体
優

勝
す
る
と
と
も
に
第
24
回
東
ア
ジ

ア
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
な
ど
で
活

躍
▼
竹
島
京
介（
大
矢
戸
出
身
）サ
ッ

カ
ー
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
プ
レ
ミ
ア
カ
ッ
プ

２
０
１
５
で
優
勝
す
る
と
と
も
に

世
界
大
会
の
出
場
や
Ｕ

−

15
日
本

代
表
の
候
補
と
し
て
活
躍
▼
奥
村

仁
志（
朝
日
）平
成
27
年
度
全
国
中

学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
男
子
砲
丸
投
げ
で
大
会
新
記

録
で
優
勝
、
第
70
回
国
民
体
育
大

会
陸
上
少
年
男
子
Ｂ
砲
丸
投
げ
で

日
本
中
学
新
記
録
、
大
会
新
記
録

で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
▼
榎
波
将

史（
下
据
）平
成
26
年
度
全
国
高
等

学
校
相
撲
選
抜
大
会
で
準
優
勝
す

る
な
ど
活
躍
▼
中
村
悠
平（
中
津

川
出
身
）プ
ロ
野
球
球
団
に
お
い

て
、
２
０
１
５
年
度
リ
ー
グ
優
勝

す
る
な
ど
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し

て
活
躍

問　

総
務
課
（
☎
64
・
４
８
２
０
）

市政功労者表彰14人、
輝き大賞５人を表彰

　11月３日、結とぴあ（有終会館）で平成27年度市政功労者表彰と市長特別表彰「輝き大
賞」の表彰式を行いました。本市のさまざまな活動に関わり、市政の充実進展に貢献した
市政功労者14人、活躍が市民に希望と活力を与えた輝き大賞には５人が選ばれました。
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11
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前

本
店
で
中
部
縦
貫
自
動
車
道
建
設

促
進
福
井
県
協
議
会
が
主
催
す
る

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
正
昭
参
議
院
議
長
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
選
出
国
会
議
員
や

国
・
県
の
関
係
者
、
福
井
県
内
の

沿
線
地
区
の
代
表
者
、
市
民
な
ど

約
４
３
０
人
が
参
加
。

　

ま
た
、
市
内
各
沿
線
地
区
か
ら

児
童
・
生
徒
18
人
が
駆
け
つ
け
、

一
日
も
早
い
供
用
開
始
を
呼
び
か

け
、
最
後
に
は
参
加
者
全
員
が
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
、
全
線
開

通
へ
の
気
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

問　

幹
線
道
路
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
４
）

 

全
線
開
通
が
重
要
！

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
西
川
一
誠

福
井
県
知
事
は
、｢

中
部
縦
貫
自

動
車
道
は
、
４
月
に
県
内
全
区
間

が
事
業
化
さ
れ
、
県
内
全
体
が
一

本
の
高
速
道
路
で
結
ば
れ
る
こ
と

で
、
人
・
物
の
流
れ
が
活
発
に
な

り
、
本
県
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
。
今
後
は
、
平
成
34
年

度
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
合

わ
せ
た
全
線
開
通
が
重
要
で
あ
り
、

今
大
会
を
契
機
に
一
致
団
結
し
て

供
用
開
始
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

 

国
、
県
、
市
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
　

　

岡
田
高
大
市
長
は
、「
中
部
縦

貫
自
動
車
道
は
、
地
方
創
生
の
実

現
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
早
期
供
用
が
地
域
を
守
り
未

来
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
本

大
会
を
契
機
に
、
国
・
県
・
市
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
、
早
期

完
成
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

 

一
日
も
早
い
全
線
開
通

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
山
崎
正
昭
参

議
院
議
長
は
、｢

中
部
縦
貫
自
動

車
道
が
全
線
開
通
を
成
し
遂
げ
た

と
き
に
は
、
市
や
県
に
劇
的
な
変

化
が
起
こ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
一
日
も
早
い
全
線
開
通

は
私
に
と
っ
て
も
至
上
命
題
で
あ

り
、
命
と
政
治
力
の
全
て
を
か
け

て
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

 

観
光
振
興
や
産
業
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
　

　

山
田
邦
弘
近
畿
地
方
整
備
局
長

は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
、｢

中
部
縦

貫
自
動
車
道
は
、
福
井
県
と
中
京

圏
、
首
都
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
を
向

上
さ
せ
、『
福
井
県
の
東
の
玄
関

口
』と
し
て
、
観
光
振
興
や
産
業

の
活
性
化
な
ど
に
大
き
く
貢
献
す

る
道
路
で
す
。『
企
業
進
出
』『
観

光
客
数
増
加
』と
い
っ
た
、
地
域

経
済
の
成
長
に
寄
与
す
る
ス
ト
ッ

ク
効
果
を
さ
ら
に
大
き
く
、
早
期

に
発
揮
す
る
た
め
、
全
国
の
高
速

道
路
網
と
直
結
さ
せ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
全
線
開
通
を
目

指
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す｣

と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

平
成
34
年
度
の

全
線
開
通
に
一
致
団
結
！

中
部
縦
貫
自
動
車
道
整
備
促
進
大
会

　国土交通省道路局の川﨑茂信国道・防災課長が講
演。福井県は、多くの資産や魅力を持っており、今後、
中部縦貫自動車道がつながると、大野が東の玄関口
となることから、中京圏からの利用者の増大が期待
されます。｢越前おおのまるごと道の駅ビジョン｣の
考え方は、通過されないまちづくりを表しており、
その核となる重点道の駅｢(仮称)結の故郷｣は、新た
な魅力の可能性があると話しました。

特別講演「規格の高い道路を取り巻く最近の話題」
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成人式  １月10日日に開催
～市外に住民登録がある人は事前申込みを～

　１月10日日、文化会館で平成28年成人式を開催します。
　市外に住民登録がある新成人（平成７年４月２日から平
成８年４月１日までに生まれた人）で、成人式への参加を
希望する人は、事前の申し込みが必要です。市外に住んで
いても、市内に住民登録がある人には案内状が送付されま
すので、申し込みは不要です。
申込方法　電話かファクス、電子メールで新成人の氏名（よ
みがな）、性別、生年月日、案内状の送付先（住所と電話
番号）を連絡

締切　12月18日金
問　生涯学習課
　（☎65・5590　ＦＡＸ66・2885）
電子メール　shogaigakushu@city.fukui-ono.lg.jp

　

若
者
の
ふ
る
さ
と
帰
郷
の
促
進

と
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

特
徴

〇
卒
業
後
、市
内
に
居
住
す
る
と
、

そ
の
後
の
返
済
額
が
半
額
に
な

り
ま
す

〇
結
婚
し
て
夫
婦
で
市
内
に
居
住

す
る
と
、
そ
の
後
の
返
済
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す

奨
学
金
の
額

〇
自
宅
通
学　

月
１
万
円

〇
自
宅
外
通
学　

月
２
万
円

貸
与
期
間

〇
大
学
、
短
期
大
学　

正
規
の
最

　

短
修
学
期
間
内

〇
高
等
専
門
学
校　

４
年
以
内

　
（
４
、
５
年
次
と
専
攻
科
）

〇
専
修
学
校　

正
規
の
最
短
修
学

　

期
間
内
（
高
等
課
程
を
除
く
）

※
大
学
院
は
該
当
し
な
い
。
高
等
専

門
学
校
卒
業
後
、
大
学
に
編
入
す

る
な
ど
の
期
間
が
重
複
す
る
場

合
の
貸
与
期
間
は
原
則
４
年

応
募
で
き
る
人

・
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
満
25

歳
以
下
で
、
大
学
な
ど（
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
）に
在
学
し
て
い
る
人

・
本
市
出
身
ま
た
は
本
市
に
居
住

し
て
い
る
人
で
、
保
護
者
も
本

市
に
居
住（
住
民
登
録
が
必
要
）

し
て
い
る
人

・
保
護
者
の
所
得
が
基
準
の
範
囲

内
に
あ
る
こ
と
（
詳
し
く
は
、

募
集
要
項
で
確
認
）

他
の
奨
学
金
と
の
併
給

　

こ
の
奨
学
金
は
、
他
の
奨
学
金

と
併
給
す
る
こ
と
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
他
の
奨
学
金

が
併
給
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
結
の
故
郷
奨
学
金
に

採
用
さ
れ
た
際
、
他
の
奨
学
金
が

取
り
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
返
済

　

奨
学
金
の
貸
与
は
無
利
子
で
、

返
済
期
間
は
原
則
10
年
以
内
の
分

割
返
済
。
卒
業
後
市
内
に
居
住
し

た
り
、
結
婚
し
て
市
内
に
居
住
し

た
り
す
る
場
合
の
減
免
、
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
金
～
５
月

２
日
月
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
に
教
育
総
務
課
で

受
け
付
け
（
郵
送
の
場
合
、
返
信

先
と
保
護
者
住
所
の
記
載
が
必
要
）

※
申
請
書
、
募
集
要
項
は
、
教
育

総
務
課
、
各
公
民
館
、
市
内
高

校
で
入
手
可

問　

教
育
総
務
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
７
）

平
成
28
年
度
結
の
故
郷
奨
学
金
制
度

～
平
成
28
年
４
月
募
集
開
始
～

若
者
定
住
の
た
め
の
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市
民
生
活
課
窓
口
は
28
日
ま
で

　

市
民
生
活
課
の
窓
口
業
務
と
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
自

動
交
付
機
で
の
住
民
票
な
ど
の
交

付
業
務
は
、
28
日
月
ま
で
で
す
。

ま
た
、
28
日
月
は
窓
口
延
長
業
務

も
午
後
８
時
ま
で
行
い
ま
す
。（
た

だ
し
、
証
明
書
類
の
発
行
の
み
）

年
明
け
は
、
１
月
４
日
月
か
ら
通

常
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
票
と
税
証
明
書
は
28
日
月

ま
で
に
電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
休

み
の
間
に
当
直
室
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

出
生
や
婚
姻
、
死
亡
な
ど
戸
籍

の
届
け
出
は
、
休
み
の
間
も
当
直

室
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１　

内
線
１
２
０
５
）

ご
み
収
集
は
30
日
ま
で

　

ご
み
収
集
は
30
日
水
ま
で
で
す
。

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み
も
、
30
日
水
ま

で
。
年
明
け
は
、
１
月
４
日
月
か

ら
収
集
し
ま
す
。

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１　

内
線
１
２
０
８
）

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

　

務
組
合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

し
尿
く
み
取
り
は
早
め
に

　

し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
、
29

日
火
か
ら
１
月
３
日
日
ま
で
休
業

し
ま
す
。
年
末
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
業
者
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

和
泉
地
区
の
く
み
取
り
は
、
９

日
水
と
24
日
木
で
す
。
希
望
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
和
泉
支
所
住

民
振
興
課（
☎
78
・
２
１
１
１
）へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１　

内
線
１
２
０
８
）

急
患
の
診
療

　

休
日
急
患
診
療
所
で
は
、
31
日

木
か
ら
１
月
３
日
日
ま
で
、
午
前

９
時
か
ら
内
科
・
外
科
・
小
児
科

の
診
療
を
行
い
、
急
患
に
対
応
し

ま
す
。

　

受
診
す
る
際
は
、
保
険
証
や
医

療
費
受
給
資
格
者
証
、
お
薬
手
帳

か
服
用
し
て
い
る
薬
の
説
明
書
な

ど
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

休
日
急
患
診
療
所

（
☎
65
・
８
９
９
９
）　

図
書
館
は
27
日
ま
で

　

図
書
館
は
28
日
月
か
ら
１
月
４

日
月
ま
で
閉
館
し
ま
す
。

図
書
の
貸
し
出
し
期
間
延
長

　

12
月
15
日
火
か
ら
３
月
31
日
木

ま
で
は
、
図
書
の
貸
し
出
し
期
間

を
２
週
間
か
ら
３
週
間
に
延
長
し

ま
す
。（
新
着
図
書
や
予
約
が
入
っ

て
い
る
本
は
、
２
週
間
で
す
。）

問　

図
書
館
（
☎
65
・
５
５
０
０
）

12月28日月～平成28年１月５日火の業務内容

区　　分
12/28 12/29 12/30 12/31 １/１ １/２ １/３ １/４ １/5

月 火 水 木 金 土 日 月 火

市民生活課窓口 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

ご み 収 集 平常 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

し 尿 く み 取 り 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

休日急患診療所
（ 診 療 内 容 ） ㊡ ㊡ ㊡ 午前９時～午後９時

内科・外科・小児科 ㊡ ㊡

図 書 館 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

年
末
年
始
の

市
の
し
ご
と

　

12
月
29
日
火
か
ら
１
月
３
日
日
ま
で
、
市
の
一
般
業

務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。
窓
口
な
ど
の
年
末
年
始
の
主

な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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12
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は「
雪
に
備
え
る
週
間
」
冬
の
生
活
、
み
ん
な
で
協
力
を

　

冬
季
の
屋
根
雪
下
ろ
し
や
除
雪
な
ど
で
は
地
域
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
冬
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

協
力
し
て
雪
の
季
節
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
除
雪
に
協
力
を

　

道
路
の
除
雪
は
、
市
と
県
土
木

事
務
所
が
行
い
ま
す
。
車
道
は
新

積
雪
10
セ
ン
チ
以
上
、
歩
道
は
積

雪
深
20
セ
ン
チ
以
上
で
除
雪
機

械
が
出
動
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、
４
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に

な
る
の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い

②
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
わ
だ
ち
が

で
き
て
、
交
通
の
妨
げ
に
な
り

ま
す

③
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま

し
ょ
う
。
下
ろ
し
た
雪
が
道
路

に
出
た
場
合
、
速
や
か
に
始
末

し
て
く
だ
さ
い

④
除
雪
は
交
通
渋
滞
を
避
け
る

た
め
、
夜
間
や
早
朝
に
行
い
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
迷
惑
を
掛
け

ま
す
が
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

除
雪
し
た
雪
の
始
末
に
も
協
力

し
て
く
だ
さ
い

雪
捨
て
場
は
３
カ
所

　

屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
で
出
た
雪

は
、
指
定
さ
れ
た
雪
捨
て
場
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。
小
型
車
は
赤
根

川
沿
い
の
亀
山
橋
付
近
、
大
型
車

は
真
名
川
西
の
富
田
大
橋
下
流

と
君
ケ
代
橋
上
流
の
２
カ
所
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ

時
間
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
８

時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

流
雪
溝
の
利
用
は
適
正
に

　

流
雪
溝
や
水
路
な
ど
に
捨
て

ら
れ
た
雪
が
つ
ま
る
と
、
下
流
域

で
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
床
下
浸
水
な
ど
の
家
屋
被

害
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
流
雪

溝
の
利
用
は
、
次
の
４
つ
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
除
雪
の
あ
る
日
や
土
・
日
曜
日

は
各
家
庭
の
雪
か
き
が
集
中

し
ま
す
。
同
じ
流
雪
溝
な
ど
を

使
用
す
る
区
は
、
事
前
に
連
絡

調
整
を
行
い
作
業
し
て
く
だ

さ
い

②
雪
は
細
か
く
砕
い
て
流
し
、
機

械
で
の
投
雪
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い

③
流
雪
溝
な
ど
の
水
量
が
少
な

い
と
き
は
、
無
理
に
雪
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い

④
開
閉
式
の
ふ
た
を
開
け
て
排
雪

す
る
と
き
は
、
赤
布
な
ど
で
目

印
を
し
、
歩
行
者
や
車
が
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

作
業
終
了
後
は
、
ふ
た
を
確
実

に
閉
め
て
く
だ
さ
い

問　

建
設
整
備
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
２
）

市
民
の
財
産「
地
下
水
」を
守
ろ
う

　

冬
は
地
下
水
位
が
著
し
く
低

下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
湧
水
地
の

枯
渇
や
井
戸
枯
れ
に
よ
り
生
活

用
水
が
不
足
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

生
活
に
か
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
地
下
水
を
守
る
た
め
に
、
市
民

一
人
一
人
が
地
下
水
保
全
を
意
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
地
下

水
で
融
雪
し
な
い
」「
節
水
を
心
掛

け
る
」な
ど
、
お
互
い
に
協
力
し

あ
い
、
快
適
に
冬
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

○
融
雪
で
の
地
下
水
使
用
を
条

例
で
禁
止

　

市
の
地
下
水
保
全
条
例
で
は
、

融
雪
の
た
め
の
地
下
水
使
用
を

大野高校

開成中

結とぴあ

市役所

亀山駐車場

排雪車両が多い時は
待機場所とします

中野

新町

亀山

吉

井ノ口

真名川
憩いの島

堂本

中保

亀山橋

富田大
橋

君ヶ代
橋

小型車（4トン未満）の雪捨て場 大型車（4トン以上）の雪捨て場

六間通り

R158

R158

R158
R158

至福井

城下町西広場
（旧老人センター）

下庄小 浄化センター

学びの里
「めいりん」

JA
カントリー三

番
通
り

赤
根
川

真
名
川雪

捨
て
場

雪捨て場

雪捨て場
進
行
方
向
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禁
止
す
る
抑
制
地
域
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
市
街
地
を
中
心
と
し

た
抑
制
地
域
内
で
は
、
道
路
法
に

定
め
る
道
路
や
広
場
な
ど
以
外

で
、
融
雪
に
地
下
水
を
使
用
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
融
雪

に
地
下
水
を
使
用
す
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
節
水
は
小
さ
な
こ
と
か
ら

　

地
下
水
位
を
知
ら
せ
る
観
測

井
は
、
御
清
水
や
荒
井
公
園
、
小

山
公
民
館
な
ど
市
内
16
カ
所
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
水
位
を

計
測
し
て
掲
示
板
に
表
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
春
日
公
園
の

水
位
に
よ
っ
て
６
㍍
以
上
で
注
意

報
、
７
㍍
以
上
で
警
報
を
発
令
し

て
い
ま
す
。
地
下
水
位
の
状
況
に

注
意
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
下
水
を
守
る
た
め
に

は
一
人
一
人
の
節
水
に
対
す
る

心
掛
け
が
大
切
で
す
。
日
常
生
活

で
も
次
の
こ
と
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

・
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま

し
ょ
う

・
洗
車
の
回
数
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

・
洗
濯
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
バ
ス
ポ
ン
プ
の

利
用
が
便
利
で
す

・
雨
水
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置

に
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

○
新
た
に
地
下
水
を
採
取
す
る

と
き
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

　

市
の
地
下
水
保
全
条
例
で
定

め
る
抑
制
地
域
内
に
お
い
て
、
建

築
物
の
新
増
築
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
揚
水
施
設
を
用
い
て
地

下
水
を
採
取
す
る
と
き
は
、
市
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
一
定
以
上
の
能
力
を
有

す
る
揚
水
施
設
の
場
合
は
、
水
量

測
定
器
を
設
置
し
、
採
取
量
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
情
報
は
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。h

ttp
://w

w
w
.c
ity.o

n
o
.

fu
ku
i.jp
/p
a
g
e
/yu
su
isa
ise
i/

tika
su
ito
d
o
ke
.h
tm
l

問　

湧
水
再
生
対
策
室

　
（
☎
64
・
４
８
１
３
）

雪
が
降
っ
た
ら

ご
み
収
集
に
も
協
力
を

　

積
雪
期
の
ご
み
収
集
に
は
、
皆

さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
、
必
ず
収
集
日
の
朝
８

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
囲
の
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す

・
ご
み
は
、
住
ん
で
い
る
地
区
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。
地
区
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
持
ち
込
ま
な
い
で
く

だ
さ
い

　

積
雪
や
道
路
事
情
な
ど
で
、
収

集
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１　

内
線
１
２
０
８
）

屋根雪下ろし　作業者を募集しています

　自分で住宅の屋根雪下ろしを行うことが困難な世帯を対象
に、作業者を紹介しています。紹介は無料ですが、作業は有
料です。作業を依頼する場合には、事前に作業内容や料金を
決めてください。
問　防災防犯課（☎64・4800）

◆作業者として登録したい人
　防災防犯課に電話で「登録票」の送付を依頼し、送付された
登録票に必要事項を記入し返送してください
◆作業者を紹介してほしい人
　防災防犯課に電話で「作業者名簿」の送付を依頼し、その名
簿を基に自分で作業者に電話し作業を依頼してください
◆平成27年度標準作業単価
　屋根面積76平方㍍（約23坪）当たり１万4000円。ただし、
下ろした雪の処理費用は含まない。原則として、弁当や用具
は作業者が持参し、交通費は依頼者が実費負担してください
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育てよう 大野っ子 ～調査結果からみた
　　大野っ子のすがた～

　先月号に引き続き、全国学力・学習状況調査の結果の概要をお知らせします。

　優しく、賢く、たくましい大野っ子の育成に向け、学校・家庭・地域が連携して取り組んでいけるよう、引き
続きご理解とご協力をお願いします。
問　教育総務課（☎64・4827）

生活や学習に関する調査から …大野市 …福井県 …全国

　調査の中から、主なものを紹介します。項目１～６の数値は、「している（当てはまる）」「どちらかといえば、
している（当てはまる）」と回答した割合の合計（㌫）です。

小中学生ともに95㌫以上の子ども
が「朝食を毎日食べる・ほぼ毎日
食べる」と回答しました。１日を
元気に過ごすために、これからも
朝食をしっかり食べましょう。

100

80

60

40

20

0
小学校 中学校

（㌫）
97 95

「家で自分で計画を立てて勉強す
る」と回答した子どもの割合は、小
学生が約57㌫で、中学生が約51㌫
でした。家庭での学習時間ととも
に望ましい学習習慣とは何か考え
てみましょう。

100

80

60

40

20

0
小学校 中学校

（㌫）

57
51

「自分には、よいところがあると思
う」と回答した子どもの割合は、小
学生が約79㌫、中学生が約70㌫
でした。自分の長所や短所、自分
らしさについて考えてみましょう。

100

80

60

40

20

0
小学校 中学校

（㌫）

79
70

朝食を毎日食べていますかQ.1 Q.2 Q.3家で、自分で計画を立てて
勉強していますか

自分には、よいところがあ
ると思いますか

「将来の夢や目標を持っている」と
回答した子どもの割合は、小学生
が約93㌫、中学生が約81㌫でし
た。家族で、将来の夢や目標につ
いて話す機会を持ちましょう。

100

80

60

40

20

0
小学校 中学校

（㌫）

93

81

「地域の行事に参加している」と回
答した子どもの割合は、小学生が
約80㌫、中学生が約61㌫でした。
地域の活動に参加する機会を充実
し、子どもたちのふるさと意識を
高めていきましょう。

100

80

60

40

20

0
小学校 中学校

（㌫）

80

61

「読書は好き」と回答した子どもの
割合は、小学生が約64㌫、中学生
が約75㌫でした。気軽に本に触れ
ることができる環境を作り、読書
習慣を育てましょう。

100

80

60

40

20

0
小学校 中学校

（㌫）

64
75

読書は好きですか今住んでいる地域の行事に
参加していますか

将来の夢や目標を持ってい
ますかQ.4 Q.5 Q.6

12 2015.12　広報おおの



　

大
野
警
察
署
管
内
で
は
、
刑
法

犯
発
生
件
数
は
、
昨
年
同
期
に
比

べ
、
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
車
上
ね
ら
い
の
発
生
が
増
加

し
て
お
り
、「
車
の
中
に
カ
バ
ン

な
ど
貴
重
品
を
置
い
た
ま
ま
に
し

な
い
」こ
と
を
広
報
中
で
す
。

　

本
市
は
、
犯
罪
発
生
率
の
低
さ

や
市
民
の
温
厚
な
人
柄
な
ど
か
ら
、

安
全
な
ま
ち
と
し
て
の
印
象
が
強

く
、
家
や
車
、
自
転
車
な
ど
か
ら

離
れ
る
際
の
鍵
掛
け
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
し
た
市

民
の
防
犯
意
識
の
低
さ
に
つ
け
込

ん
だ
犯
罪
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
被
害
は
他
人
事
」「
自
分
は
大

丈
夫
」と
い
っ
た
意
識
を
改
め
、

身
近
に
起
き
て
い
る
犯
罪
を
自
分

の
こ
と
に
置
き
換
え
、
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
心
構
え
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

◆
特
殊
詐
欺
の
被
害
を

防
止
し
よ
う
！

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
犯
罪
が
発
生

し
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

手
口
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
年
々

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
次
の
言
葉

は
、
犯
人
が
よ
く
使
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
」

「
保
証
金
」

「
手
数
料
」

「
レ
タ
ー（
ゆ
う
）パ
ッ
ク
」

「
宅
配
便
」

「
宅
急
便
」

「
必
ず
も
う
か
る
」

「
未
公
開
株
」

「
社
債
」

「
あ
な
た
だ
け
特
別
」

「
名
義
を
貸
し
て
」

「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
」

「
警
察
に
捕
ま
る
」　

な
ど

　

不
審
な
電
話
で
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
出
た
ら
、
全
部
詐
欺
と
思
っ
て

す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト

に
便
乗
し
た「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐

欺
」が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し

て
、
公
的
機
関
か
ら
電
話
な
ど
で

個
人
情
報
に
関
す
る
質
問
を
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
言
葉
は
そ
の
際
に
使
わ
れ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
る
の
は

犯
罪
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
流
出
し
た
。

登
録
抹
消
の
た
め
に
現
金
を
振
り

込
め
」

「
あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
れ

て
い
る
。
取
り
消
し
料
を
払
っ
て
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
調
査
を
し
て

い
る
。
家
族
構
成
を
教
え
て
」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
お
金
が
か
か
る
」　

な
ど

　

今
後
も
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る

電
話
は
詐
欺
と
考
え
て
、
す
ぐ
に

切
り
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
に
は鍵

を
か
け
よ
う
！

・
自
宅
前
で
あ
っ
て
も
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う

・
短
時
間
で
あ
っ
て
も
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う

・
シ
リ
ン
ダ
ー
キ
ー
な
ど
丈
夫
な

鍵
を
つ
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

に
よ
り
、
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う

・
路
上
駐
輪
は
や
め
、
駐
輪
場
な

ど
に
停
め
ま
し
ょ
う

・
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

　

大
野
警
察
署

　
（
☎
65
・
０
１
１
０
）

地
域
み
ん
な
で
防
犯
対
策

　
市
内
で
は
、
盗
難
被
害
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、

子
ど
も
や
女
性
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
犯
罪
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
身
の
回
り
の
財
産
や
大
切
な
人
を
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
被
害
の
な
い
ま
ち
に
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平成27年度上半期執行状況（平成27年９月末現在）

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
が
ど
う
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
27
年
９
月
末
現
在
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問　

企
画
財
政
課
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

一般会計歳入 予算現額：191億6962万円
収入済額：　89億5827万円

事業名 予算現額
歳入 歳出

収入済額 割合 支出済額 割合

国民健康保険 45億6556万円 19億4195万円 42.5㌫ 19億　710万円 41.8㌫

和泉診療所 9758万円 2925万円 30.0㌫ 4057万円 41.6㌫

後期高齢者医療 3億8241万円 1億1825万円 30.9㌫ 1億1337万円 29.6㌫

介護保険 40億7338万円 16億9886万円 41.7㌫ 16億2282万円 39.8㌫

簡易水道 1億5361万円 4060万円 26.4㌫ 6228万円 40.5㌫

農業集落排水 3億3086万円 1億3243万円 40.0㌫ 1億5893万円 48.0㌫

下水道 15億7941万円 3億2428万円 20.5㌫ 6億2350万円 39.5㌫

合　計 111億8281万円 42億8562万円 38.3㌫ 45億2857万円 40.5㌫

特別会計 特定の事業を行うため、一般会計と区別して経理することを
目的に設けられている会計です

予算現額　　単位：万円
収入済額　（　）内は収入済割合

市税

地方交付税

分担金および
負担金

使用料および
手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債
169,020

103,320

0

130,312

24,128

206,068

68,154

217,847

7,623

16,894

8,460

401,258

605,000

230,867

368,325

23,743

40,352

139,401

52,017 （37.3㌫）（37.3㌫）

（0.0㌫）（0.0㌫）

（256.0㌫）（256.0㌫）

（0.0㌫）（0.0㌫）

（11.7㌫）（11.7㌫）

（31.3㌫）（31.3㌫）

（45.1㌫）（45.1㌫）

（35.6㌫）（35.6㌫）

（66.3㌫）（66.3㌫）

（62.7㌫）（62.7㌫）

0

その他

歳入の主な用語解説
〇市税…市民税、固定資産税など市
に納められる税金

〇地方交付税…財政力に応じて国か
ら交付されるお金

〇分担金および負担金…保育所保育
料など

〇使用料および手数料…公共施設や
公共サービスの利用者から納めら
れるお金

〇国庫支出金…市が行う特定の事業
に対して国から交付されるお金

〇県支出金…市が行う特定の事業に
対して県から交付されるお金

〇繰入金…積立金（基金）の取り崩し
や他の会計から繰り入れるお金
〇繰越金…前年度から持ち越した
お金

〇市債…市の借入金（借金）

お
知
ら
せ
し
ま
す 
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一般会計歳出 予算現額：191億6962万円
支出済額：　73億　978万円

歳出の主な用語解説
〇議会費…市議会の運営経費
〇総務費…地域づくりや防災、市政
運営に必要な一般的経費
〇民生費…子育て支援や福祉の充実
など
〇衛生費…医療・保健の充実、ごみ
対策など
〇労働費…労働者の福祉など
〇農林水産業費…農業・林業の活性
化など
〇商工費…商工業や観光の振興など
〇土木費…道路・住宅・公園の整備
など
〇消防費…消防、救急救命など
〇教育費…教育・文化・スポーツの
充実など
〇災害復旧費…災害による被害箇所
の復旧など
〇公債費…借入金の返済金と利子
〇予備費…予算編成で予期しなかっ
た支出への対応

基金・市債・市税負担の各状況（一般会計）
区分 市民１人当たり １世帯当たり

基金（預貯金） 現在高：56億1460万円 16万　895円 47万8001円

市債（借入金） 現在高：140億3554万円 40万2211円 119万4921円

市税負担 収入済額：23億　867万円 6万6159円 19万6549円

※平成27年９月末現在の人口（３万4896人）と世帯数（１万1746世帯）で計算

企業会計 民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする
会計です。本市の場合、水道事業が該当します。

収支別
収入 支出

予算現額 収入済額 割合 予算現額 支出済額 割合

収益的収支 1億6061万円 4201万円 26.2㌫ 1億4830万円 2499万円 16.9㌫

資本的収支 6474万円 293万円 4.5㌫ 9417万円 2363万円 25.1㌫

※収益的収支とは、事業運営と施設管理のための予算。資本的収支とは、施設整備などのための予算
※資本的収支の支出に対する収入の不足分は内部留保資金等で補填

予算現額　　単位：万円
支出済額　（　）内は支出済割合

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

11,764

21,486

（54.8㌫）

107,318

281,618

（38.1㌫）

190,507

493,414

（38.6㌫）

72,127

194,648

（37.1㌫）

15,393

24,695

（62.3㌫）

59,046

231,046

（25.6㌫）

28,838

59,489

（48.5㌫）

63,834

197,335

（32.3㌫）

23,196

56,236

（41.2㌫）

76,483

188,493

1,781

3,540

80,691

700

0

164,262

（40.6㌫）

（50.3㌫）

（49.1㌫）

（0.0㌫）
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